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2023年 記録的な猛暑
昨年9月に気象庁が
発表したまとめ

最高気温が35℃以
上の猛暑日の連続
記録は兵庫県豊岡
市で22日、福井県
福井市で20日に達
した。

2023年 1.76
2010年 1.08
2022年 0.91
1994年 0.79
1978年 0.76



猛暑の影響
2023年夏の猛暑で米に
大きな影響が出ている
と新聞でも報道されま
した。
余りの暑さで米の生育
に障害が発生して品質
が確保できなかった。
特に日本海側が強い
フェーン現象のため顕
著。



米の等級とは



米の高温障害例



野菜も夏枯れ
夏から初秋に種をまく冬物
野菜は夏の暑さが厳しくて、
最適な発芽温度にならずに育
たない例も散見された。
堺市で水菜や小松菜をハウ
ス栽培している農家は、豪雨
によってハウス内に水が染み
出し、その後の高温で野菜が
蒸れて全滅した。
冬・早春に収穫するブロッ
コリーを栽培している泉佐野
市の農家は、秋口に出荷が早
まったり、葉菜類はトウ立ち
するものも出てきた。
早く育ちすぎ出荷時期が早
まるなど、蓄積した経験の想
定外ことが起きている。



昆虫が減り害虫が増える
•農薬の使用で昆虫が減少
有機リン系農薬でタガメ、ゲンゴロウなどが絶
滅危惧
ネオニコチノイド系農薬でミツバチ等が減少

•温暖化で害虫が増えている
従来であれば越冬できない種類の昆虫が
温暖化の影響で越冬繁殖する
カメムシ類、オオタバコガ、トビイロウンカ



食料自給率の向上が必要

•日本の食糧自給率は３８％といわれている。
肥料、種子の海外依存は8割以上
実質的な自給率は１０％に満たない。

•世界では飢餓人口がすでに8億人を超えている
世界人口の1割が飢餓状態である中、国内生産
を強化せずに輸入に頼り続けるのはいかがなも
のか。


